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2022 年前期・進捗報告（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： ２０２２年１０⽉ ４⽇ 
● 事 業 名 ： ⼭村地域における若者の体験学習と継続的な交流の場の創出 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般財団法⼈中部圏地域創造ファンド 
● 実 ⾏ 団 体 ： ⼀般社団法⼈ aichikara 
 

① 実績値＝原則、2022 年 4 ⽉〜9 ⽉末の実績値 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 
現在の指標の達成状況 

(実施した活動内容も５W１H や、参加
⼈数等もわかるように書いてください＝

別紙⼀覧でも可) 

進捗状況
＊ 

1.様々な地域資源を活⽤した
若者向けのプログラムを作
成、実施する。 

①プログラム実施回
数 
②参加者数 

①年 5 回以上 
年間延べ 50 名程度 

① 2022 年 3 月 

2023 年 3 月 
① 13 回 
② 81 名 
（※詳細は別紙⼀覧を参照） 

１ 

2.地域の具体的なニーズに基
づき地域の機能維持に資する
プログラムに若者の継続的・
積極的な参加を募る。 

①複数回参加者数、参
加回数、②複数年度参
加者数 

①12 名以上、年 3 回
以上 
②6 名以上（2022 年
度のみ） 

①2022 年 3 月 

② 2023 年 3 月 
① 無し 
② 6 名 

３ 

3.地域の⼦ども達が参加し、
地域との関わりを深めるプロ
グラムを継続的に実施する。 

①プログラム実施回
数、②参加者数、③地
域の学童等との連携
の有無 

①年 5 ⽇以上 
②年間延べ 30 名程
度 
③あり 

①2022 年 3 月 

③ 2023 年 3 月 
未実施 ３ 

4.プログラムへの地域住⺠の
参加、協⼒を得る。 

プログラムに協⼒し
参加する地域住⺠数 

15 名以上 2023 年 3 月 22 名（加⼦⺟ 10 名、⾺瀬 12 名）程度 
※連携団体除く 

２ 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  3.課題がある 

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
・昨年度に実施できたオンライン企画を、今年度も実施することができた。 
・連携団体の加⼦⺟⽊匠塾に対し、昨年度実施したオンライン企画から発展させた対⾯型の研修合宿を実施することができた。加⼦⺟⽊匠塾は加⼦⺟
にとって重要な地域資源であり、コロナ禍においても活動を励まし繋いでいくことが最重要課題と考えたことから、特に注⼒して取り組んだ。 
・夏の活動においては、昨年冬に農業体験プログラムを試⾏させていただいた農園にて、規模を拡⼤してプログラムを実施した。また、特に地域から
のニーズの⾼かった草刈り⽀援についても複数回実施することができた。さらに、活動を連続的に実施する中で、地域おこし協⼒隊を経て⾺瀬でイン
バウンド事業に取り組んでいる⽅から新たに協⼒をいただくなど、地域との接点を広げることができた。 
・連携団体との相乗効果により、学⽣の活動について⾺瀬地域内や下呂市⾏政でも注⽬が⾼まってきていると地域の⽅から伺うことができた。 
・⾄学館⼤学からの参加学⽣によると、2020 年度からの活動により学⽣間で加⼦⺟や⾺瀬での活動について話題にあがることが増えてきており、それ
が活動への参加のきっかけになっているようである。 

 
 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
  特になし 

2.広報制作物等 
  地域の協⼒を得ながら、⾄学館⼤学向けに企画への参加募集チラシを作成（３企画分） 

3.報告書等 
  活動報告について団体 SNS で都度発信 
3. イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

特になし 
 

 
 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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